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日

◆ホラ吹きと呼ばれ
　近藤寿市郎（明治３年～昭和35年）は現在
の高松町出身の人物で、豊川用水構想の提
唱者として知られています。近藤は愛知県
議会議員、衆議院議員時代に一貫して豊川
用水の実現に向けて活動を行っています。
昭和７年に当時の帝国議会へ豊川用水の建
設を含む議案を提出し、可決されます。この
とき、豊川用水実現まであと一歩とせまり
ますが、日中戦争と太平洋戦争の開戦や財
政問題により計画自体が立ち消えとなりま
した。しかし、戦後すぐ計画は見直され、豊
川用水は建設されることとなりました。
　近藤は常人では考えつかない壮大な構
想をたびたび発表し、「ホラ吹き」「大風呂
敷」とあだ名されました。しかし、近藤が提
唱した構想は、現在の東三河の発展に無く
てはならない「豊橋港」や「豊川用水」とし
て実現しています。

◆東南アジアにヒントを得た用水事業
　近藤が豊川用水の構想を得たのは、大正
10年、愛知県議会議員時代にインドネシア
での港湾工事、農業水利事業を視察したと
きだったといわれています。後に自伝であ
る『今昔物語』には以下のように回想してい
ます。「耕地の灌

かんがい
漑水利工事としても何千

フィートある山の絶頂までスイッチ一つ押
せば水が上がるということになっている。
…（中略）…傾斜面の山腹は段を刻んで棚田
をなし、ジャワの農耕は実に水利が長けて
いて至れりつくせりで、僕はこれを見て鳳
来山山脈に堰

えんてい
堤を築き大貯水池を設け豊川

に落とし渥美郡を始め東三河の灌漑用水を
作るべきヒントを起こしたのである」
　彼は帰国後、多くの方々の協力を得て、豊
川用水の具体的な計画を作り上げていきま
した。そして、昭和43年、豊川用水は全面通
水となりますが、近藤は通水の完成を見る
ことなく、完成の８年前の昭和35年、90歳
の天寿をまっとうしました。

豊川用水実現のために奔走した郷土の偉人

近藤 寿市郎 《こんどう じゅいちろう》
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